
 
 

光 市 記 者 発 表 資 料 

                                                      令和５年２月１７日 

 
 件名    施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会の 

   報告書の提出について 
 

 内容  

 
  施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会から、下記のとおり報告書が教育長に提

出されましたので、お知らせします。 

 

記 

 

 １ 件名 

   「協働的な学びの確保 ～小学校の再編～」について（報告書） 

 

 ２ 提出者 

   施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会（宮尾智義委員長） 

 

 ３ 提出日 

   令和５年２月１６日 

 

 ４ 内容 

   別冊のとおり 

 

 ５ 備考 

   施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会（委員６９名）は、施設一体型小中一

貫やまと学園の新設に関して協議し、協議の結果を教育長に報告する役割を担いま

す。 

 

 

 

 問合せ  担当課        教育委員会教育総務課 

 担当者    教育総務課長  吉永 晋太郎 

          管理係長  清水 剛   電話   0833-74-3601 
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「協働的な学びの確保 ～小学校の再編～」について（報告書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月 

施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会 
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１ 「協働的な学びの確保 ～小学校の再編～」について 

 ■協働的な学びの確保について、各小学校では、施設一体型小中一貫やまと学園（以

下「学園」という。）の新設までの間の学びの保障のために、これまでも行ってきた

小学校間の合同学習をより強化し、日常化していく「合同学習の日常化」を目指して

取組を進めているところである。 

 ■各小学校においては、どのような合同学習の形が適切であるのか、どの程度なら可

能であるのか、実践を重ねながら検討が進められているが、一方で、学校間での十分

な打合せや進度の調整など、一定の負担が生じていることが課題となっている。 

 ■こうした中で、教育委員会から「協働的な学びの確保」の手法として、学園の新設

に先行して４小学校を再編する手法を選択肢の１つとする提案を受けた。 

 

２ ワークショップにおける比較検討 

 ワークショップでは、「合同学習の日常化」「４小学校の再編」の２つのパターンにつ

いて、「学び・児童・教職員・地域連携・組織」等の区分で比較検討し、それぞれの「メ

リット・よさ」「デメリット・課題・懸念」や、「今後に向けて・やってほしいこと・願

い」などの意見をとりまとめた。 

 

（１）合同学習の日常化について 

  ■メリット・よさ 

   ・いろいろな先生の授業を体験できる 

   ・時々合同学習をすることで刺激がある 

   ・いつもと違うメンバーで体育や音楽などの授業ができる 

   ・合同学習を受け入れる側に、相手に配慮する気持ちが育つ 

   ・子どもにとっては気が楽 

   ・教員が多いので、児童をフォローしやすい 

   ・備品の数が多い 
 

  ■デメリット・課題・懸念 

   ・回数が限られている 

   ・時程や教科の進度を合わせる必要がある 

   ・イベントや行事が中心になり、日常の学習を合同学習で行うことが難しい 

   ・学校間の移動に時間がかかる 

   ・子ども同士が慣れるまでに時間がかかる 

   ・教員の負担が大きい 

   ・教室の設備や備品などの環境を整える必要がある 

 

（２）４小学校の再編について 

  ■メリット・よさ 

   ・学習の進度が同じ 

   ・学び合いが充実する 
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   ・落ち着いて学習できる 

   ・スクールバスなら安全に通学できる 

   ・一体感がある 

   ・同学年の人数が多い方が、違いを認め合える場が増える 

   ・教員の負担が減る 

   ・伝統文化や地域の行事に４小の子が関われる 

   ・保護者もつながりができる 

   ・役員等の負担が減る 
 

  ■デメリット・課題・懸念 

   ・三輪小と岩田小を一緒にするメリットを示すことが必要 

   ・各校の児童数に差があるため、児童数が少ない学校の児童への配慮が必要 

   ・徒歩通学できない児童が増える 

   ・スクールバスが必要になる 

   ・教員数が減る 

   ・学校がなくなる地域がある 

   ・学校ごとの文化を合わせる必要がある 

 

（３）今後に向けて・やってほしいこと・願い 

   ・４小学校の状況把握を行うこと 

   ・小学校閉校までの時間（メモリアルタイム）を子どもたちで考え、活用でき 

    るように 

   ・小学校の統合を１日でも早く 

   ・すでに学級が１人の学校もあり、複式の解消が必要 

 

３ 学校運営部会における考察 

 学校運営部会では、ワークショップの報告をもとに、学園の新設までの「協働的な学

びの確保」のための方法として、「合同学習の日常化」と「４小学校の再編」の２つの

パターンの比較検討をさらに行うとともに、「４小学校の再編」を実施すると仮定した

場合の再編のあり方や時期等について協議し、考察を深めた。 

（１）合同学習の日常化について 

・今年度は、４小学校の６年生の合同学習を三輪小学校で１回、大和中学校で中学

校体験と兼ねて１回、また、塩田小学校と束荷小学校の合同学習を延べ４０回程

度、塩田小と三輪小で２回、束荷小と岩田小で３回、実施した。来年度は、４小

学校の５・６年生が週に３日間の合同学習を２回行うほか、塩田小と三輪小、束

荷小と岩田小の全校の合同学習を３～６日間行うなど、計画的に回数を増やして

いく予定である。 

・当初は可能性を探るような形で教員の負担がかなり大きかったが、年間計画に位

置付けられることで見通しが持てるようになった。ただし、他校との打ち合わせ

や進度の調整など、様々な業務が必要になっている。 

・合同学習の日常化がどの程度まで可能なのか。それによって、２つのパターンの
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どちらがよいのか判断が変わる。 

 

（２）４小学校の再編について 

・４小学校を再編する場合、複式学級では、２学年同時に授業を行っているため、

カリキュラムの調整期間が必要であり、令和６年度の開始は無理と考える。最短

でも令和７年度の開始ではないか。 

・教職員の人数は、学級数に応じて配置されるため、４校が再編された場合は、原

則として１校分の人数となるので、このことも踏まえておく必要がある。 

・４小学校が先行して再編しても、学園新設の時期が遅れることはない。 

・４小学校を２小学校に再編するという考え方もあるが、学園の新設時と併せて子

どもが再編を２回経験することとなり、負担が大きいと考えられる。４小学校を

１小学校にする方が良いのではないか。 

 

（３）考慮すべき点 

・現実的に学年１人の学校は、当該学年の学習における協働的な学びの確保が困難

な状況であり、保護者からは「切に早く」という思いをいただいている。 

・カリキュラムを調整するために、「合同学習の日常化」「４小学校の再編」のいず

れにしても、方向性をできるだけ早く決定することが必要である。 

 

４ まとめ 

 ■「合同学習の日常化」「４小学校の再編」ともに、多くのメリット・よさ、デメリ

ット・課題・懸念があった。また、早期の「４小学校の再編」を願う意見も多くあっ

た。 

 ■協働的な学びの充実のためには、一定数の規模が確保できる「４小学校の再編」の

方が望ましいと考えられるが、児童の負担や地域との連携等についても考慮した上で

検討していただきたい。 

 ■「合同学習の日常化」については、今後の日常化の頻度及び内容がどうなるのかに

よって、是非を判断する必要がある。 

 ■「４小学校の再編」を実施すると仮定した場合、時期については最短でも令和７年

度の開始とすることが適当である。また、再編場所については検討が必要である。 

 ■子どもにとってよりよい方策はどちらか、という視点を基本に置いて、検討してい

くことが重要である。 

 ■これから社会を形成していく上で必要不可欠な「社会力」を子どもたちが身に付け

るには、私たち大人がそうした環境を整える必要がある。 

 ■本準備委員会で協議し、考察した内容を踏まえ、子どもたちの学びを第一義に、子

どもにとってよりよい協働的な学びの環境が確保されるよう、スピード感を持った検
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討及び対応をお願いしたい。 

 

５ 協議経過 

（１）令和５年１月２５日 第２回執行委員会 

  教育委員会から「協働的な学びの確保」の手法として、学園の新設に先行して４小

学校を再編する手法を選択肢の１つとする提案を受ける。 

（２）令和５年２月１日  第３回ワークショップ 

  「合同学習の日常化」「４小学校の再編」の２つのパターンについて、「学び・児童・

教職員・地域連携・組織」等の区分で比較検討する。 

（３）令和５年２月９日  第２回学校運営部会 

  ワークショップの報告をもとに、考察を深める。 

（４）令和５年２月１５日 第３回執行委員会 

  学校運営部会の報告を受け、準備委員会の協議結果を議決する。 
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６ 補足資料 

（１）ワークショップ「協働的な学びの確保 ～小学校の再編について～」 

   グループ発表のまとめ 

 

 発表内容 

１ 

●小学校同士がこんなに合同学習していることに驚いた。 

●合同学習のメリットが最初にたくさん出た。 

●４小が１小になったら、先生の数が減るのではないか。 

●今後に向けて、４小の状況をしっかり把握してほしい。 

２ 

●地域の歴史はちゃんと伝わっていくのだろうか。このあたりは今、やまと学

園として動き出しをしている。 

●一人ひとりの個性や資質をどう引き出していくか、が重要。 

●子どもを第一義に考えたとき、パターン②で小学校が先にくっついた方が、

やりやすいのかな、というところで話が終わった。 

３ 

●岩田・三輪は、交流が少なく、そもそも交流があることをご存じない。 

●４小学校を１つに再編するには、文化の違いをうまく水合わせしなければ。 

●教員の負担が大きいので、教育委員会のフォローをしっかりと。 

●４小がいきなり一緒になって、先生がポンと減ったら、あまりうまくいかな

いのではないか、というのが最終的な結論になった。 

４ 

●合同学習を充実するには、環境が整っていないといけない。 

●一番は子どもたちが、毎日いろんな子と接することが、楽しい時間になるの

ではないか。 

●地域の方のかかわりも増えるし、文化を学べるチャンスも増える。 

●４小が１小になることが良いのではないか、という話になった。 

５ 

●少ない人数だと、どうしてもできない授業（体育）がある。 

●束荷神舞や石城太鼓など地域の伝統芸能が、４小から１小にしたとき、どう

なっていくかが課題として出た。 

●願いとしては、早めに合同化して一緒に子どもたちが学べること。 

６ 

●何よりも、もうすでに学級が１人の学校もある。１日も早く、多くの子ども

たちと一緒に関わりながら授業を、という保護者からの願いがあった。 

●それを考えたら、やまと学園はすぐにでも開始した方が良いのではないか、

という意見でまとまりつつあった。 

７ 

●合同学習について、地域の課題は卒業生が出身校への思いが強いこと、児童

の課題は「自分は〇〇小学校だから」という児童自身の壁をどうするか。 

●願いとしては、早めにパターン②に移行する方が良いのではないか。今複式

のところは、早目に複式を解消することが大切ではないか。 
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（２）ワークショップ「協働的な学びの確保　～小学校の再編について～」

　　　合同学習と４小再編の比較検討のまとめ

区分 合同学習 ４小再編 その他、意見等

いろいろな先生の授業を体験できる
小小の交流が中学校体験に生きた
１日の合同学習は良い（もっと増やすべき）
時々「合同」で刺激がある
いつもと違うメンバーで体育や音楽ができる
大きな行事を合同で開催（陸上記録会など）

複式学級を解消できる
学習の進捗が同じ
学び合いの充実
落ち着いて学習できる

「昼休み」が一番心に残った（休み時間も交流できる）
合同学習で相手に配慮する気持ちが育つ
先生が多いので児童をフォローしやすい
気が楽
仲良くなるスピードが早い（小さい学校同士）
新たな発見、緊張感

スクールバスなら安全に通学できる
一体感がある
同学年の人数が多い方が違いを認め合える場がふえる
小学校で最年長を体験できる

教職員 教員が多い 教員の負担が減る

地域連携
伝統文化や地域の行事に４小の子が関われる
地域の力を借りることができる

組織
保護者もつながる
役員等の負担が減る

その他 備品の数が多い

学び

回数が限られている
教科の進度を合わせる
時程を合わせる
合同学習の課題の整理
イベント・行事が合同学習のメインになる（日常の学習が大切）

岩田小と三輪小を一緒にするメリットを示すことが必要

児童

移動時間による授業時間への影響
直行直帰できると良い
小規模校は、縦のつながり（異学年）は強いが、横のつながり（同学年）は
弱い
お客さん感がある
慣れるまで時間がかかる
児童自身の所属意識（「自分は●●小学校なのに」という思い）

児童数に差があるので、少ない学校の児童への配慮が必要
徒歩通学できない子どもが増える
スクールバスが必要になる
光っ子サポーターなどフォローが必要

教職員
教員の負担が大きい
学習の指導はどちらの学校の先生が担当するのか
学校によって先生の考え方が違うので、教えるのが難しいのでは

教員数が減る

地域連携 地域の歴史は引き継がれていくか
学校がなくなる地域がある
地域住民の理解を得る進め方

組織

その他 合同学習できる環境があるか
スクールバスの手配が必要
卒業生の出身校への意識
学校ごとの文化を合わせる必要がある

今の合同学習はどちらのパターンにつなげやすいのか
日常化のレベルや回数は
地域学習は選ぶか、別々か

地域との連携をどうするか
制服はどうなるのか
小学校統合　どの校がくっつくのか（１校か２校か）
学校はどこになるのか
バス代は保護者負担か

デ
メ
リ
ッ
ト
・
懸
念
・
課
題

質問

メ
リ
ッ

ト
・
よ
さ

学び

現在の合同学習が予想以上だった・知らなかった
各地域の大事なことを絞る
４校の状況把握を
保護者の交流機会が減少している
今のままで良いのではないか
一貫校設立までの時間（メモリアルタイム）を子どもたちで活用で
きるように
複式解消・小学校の統合を早く

教育委員会のフォローは？
　→　情報発信・SNS利用、
　　　 保護者にも明確にわかるように、
　　　 保護者の交流の機会

親同士の関係に偏りはあるか？　スポ少の影響があるのか？
　→　子と親は別、ととらえている人が多いのではないか
　　　 親の接点がない、
　　　 交流の機会が減少しドライになっている

多様な見方・考え方を聞ける
クラス内に適切な人数がいる

同学年で授業できる
人数が多ければできる授業がある（体育・ゲーム・合唱など）

児童

友達ができる・増える
たくさん人がいると元気が出る

競争心の確保
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